
電気柵の購入補助を行います
　ニホンザル、ツキノワグマ、イノシシなどの有害鳥獣による農作物や農業用施設等への被害を防止するため、

　電気柵の設置者に補助金を交付します。

対象経費 補助率

電気柵の設置に係る資材購入費

　①農業用地の場合

　　対象経費の 3分の 2以内で限度額は 50,000円

　②家庭菜園の場合

　　対象経費の 3分の 1以内で限度額は 30,000円

■交付の対象経費と補助率

■交付対象の農地

町内の農業用地 もしくは 家庭菜園

■申し込み方法

補助金交付申請書に必要事項を記入のうえ、次の書類を添付して申請してください。

・見積書　・カタログ　・設置予定場所の位置図

※ 令和 6年 4月以降で既に設置されている場合も対象となりますので、お問い合わせください。

■その他注意事項

・ 令和 7年 3月までに設置を完了し、町の確認検査を受ける必要があります。

・ 申請は原則として生産者 1人につき同一年度内に 1回までとします。

・ 補助は予算の範囲内となります。詳細はお問い合わせください。

・ 5 年以上の使用に耐えるよう設置してください。

・ 新規設置に限ります。

・ 補助対象者は町内居住者とします。

・ 近隣農用地の生産者と共同での設置を検討し、できるだけ広い範囲で設置してください。

■補助対象条件

問産業振興課農林振興係　☎ 585-2986

　
国
見
町
の
鳥
獣
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
2
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
国
見
町
は

果
樹
被
害
が
多
い
の
で
、

そ
の
現
状
分
析
と
対
策

を
提
案
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
個
人
で
電
気

柵
を
設
置
し
て
い
る
方
が

多
い
の
で
、
よ
り
地
域
に

　
先
日
、
貝
田
地
区
の
農
家

さ
ん
か
ら
「
侵
入
防
止
柵
の

お
か
げ
で
、
今
ま
で
よ
り
掘

り
起
こ
し
の
被
害
が
減
っ
た

よ
」
と
い
う
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
役
に
立

て
て
、
非
常
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。

地
域
に
〝
よ
り
深
く
〟

入
っ
て
、
効
果
的
な
電
気

柵
の
張
り
方
を
現
場
で
提

案
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
地

域
の
暮
ら
し
を
守
る
も

の
、
い
わ
ば
、〝
ま
ち
づ
く

り
〟
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

自
分
ご
と
と
し
て
主
体
的

に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

　
　

　
私
も
皆
さ
ん
と
深
く
関

わ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現

場
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に

お
声
か
け
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
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▲新たに侵入防止柵を設置（貝田地区）

▲座談会の様子（石母田地区）

鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

鳥
獣
被
害
の
「
今
」
と
「
未
来
」

　
令
和
５
年
度
か
ら
国
見
町
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
、

か
さ
な
り
デ
ザ
イ
ン
合
同
会
社
　
鈴
木
淳
さ
ん
。
１
年
間
の
活
動
で
見
え
て

き
た
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　「
侵
入
防
止
柵
や
電
気

柵
の
鳥
獣
被
害
対
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
被
害
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
。
ど

う
す
れ
ば
…
。」

　
国
見
町
か
ら
相
談
を
受

け
て
、
令
和
3
年
度
と
令

和
4
年
度
に
鳥
獣
被
害
対

策
研
修
会
の
講
師
を
務
め

た
の
ち
、
令
和
5
年
度
か

ら
国
見
町
の
鳥
獣
被
害
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
国
見
町
の
鳥
獣
被
害
の

特
徴
と
し
て
、
東
北
自
動

車
道
か
ら
西
側
エ
リ
ア

（
石
母
田
地
区
、
貝
田
地

区
、
小
坂
地
区
）
で
農
作

　
現
状
分
析
を
も
と
に
、

石
母
田
地
区
、
小
坂
地
区
、

貝
田
地
区
で
座
談
会
を
開

催
し
て
、
改
善
策
の
提
案
、

住
民
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
侵
入
防
止
柵

な
ど
の
設
置
・
維
持
管
理

は
、
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
労
力

的
な
問
題
が
あ
る
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

課
題
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
て
、
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。

　
貝
田
地
区
で
は
、
座
談

会
で
提
案
し
た
侵
入
防
止

柵
を
早
速
追
加
で
設
置
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
の
対
話

暮
ら
す
人
び
と
が
守
り
た
い
未
来
を
一
緒
に
描
く 

―

被
害
の
原
因
と

　
　 

対
策
の
具
体
化

物
の
食
害
や
農
地
の
掘
り

起
こ
し
の
被
害
が
多
い
こ

と
で
し
た
。
現
状
分
析
す

る
た
め
、
既
存
の
侵
入
防

止
柵
約
22
㎞
の
点
検
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
侵
入
防
止

柵
の
未
設
置
や
イ
ノ
シ
シ

の
突
進
に
よ
る
破
損
が
見

ら
れ
、
合
計
93
箇
所
で
野

生
動
物
が
出
入
り
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
野
生
動
物

の
移
動
経
路
の
環
境
調
査

も
行
い
ま
し
た
。
イ
ノ
シ

シ
や
ク
マ
は
、
基
本
的
に

身
を
隠
し
て
行
動
し
ま
す
。

林
帯
や
河
川
を
通
っ
て
人

里
に
出
没
す
る
の
で
、
河

川
周
辺
の
藪
や
護
岸
の
形

状
を
確
認
し
ま
し
た
。

 2010 年インテリア業界から野生動物業界に転身。東北各地で農作物被害や人身被
害などの対策指導、捕獲研究、生態調査などに従事。数百の集落で地域産業や将来
を見据えた鳥獣対策提案、体制整備や合意形成の地域コーディネートに携わる。山
形県のモデル集落アドバイザー、宮城県色摩町の鳥獣被害対策アドバイザーを務め、
令和 5 年度より国見町鳥獣被害対策アドバイザーを務めている。

かさなりデザイン合同会社
代表　鈴木　淳

　
そ
の
結
果
、
滝
川
（
小

坂
地
区
）
上
流
部
の
一
部

に
護
岸
が
な
い
区
間
と
、

周
辺
に
林
帯
が
あ
り
、
移

動
経
路
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
状
や
原
因
が
分
か
れ

ば
、
侵
入
防
止
柵
の
よ
り

効
果
的
な
設
置
や
具
体
な

対
策
が
取
れ
ま
す
。
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▲侵入防止柵破損によるイノシシ通路

▲滝川を渡る獣道
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